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第 26回 職業リハビリテーション研究・実践発表会における研究発表について 

 

2018 年 11 月８日(木)～11 月９日(金)の２日間、東京ビッグサイトにて「第 26 回 職業リハビリテーション研

究・実践発表会」が開催されました。当社は下記の通り発表を行いましたのでご報告いたします。 

 

高橋亜矢子・太田光・藤原英子・沼部真奈・東海林篤「仕事の模擬体験プログラム『企業実践』の提供方法

に関する取り組み―生きたプログラム運営をめざして―」 

 

当社では、一般就労場面の業務・環境を再現した模擬体験プログラム『企業実践』を実施しております。支

援員は利用者の主体的な参加を引出し、最終的に職場における問題解決行動が実践できるようにサポートす

る必要があります。今年度は効果的な支援員の関わり方を整理し、実践した結果を発表いたしました。 

 

田中庸介「就労移行支援事業所におけるセルフモニタリングシートを活用した介入―躁状態の兆候に対処し、

訓練継続に至った事例―」 

 

厚生労働省の障害者雇用状況の集計結果では精神障害者の雇用率向上が例年報告されている一方で、職場定

着率の低さが指摘されています。精神障害者の離職要因としては、精神障害に関連する問題や就業意欲の低

下などが報告されており、類似の要因が就労移行支援事業所の訓練継続でも報告されています。そこで、上

記課題に対して有効であると考えられるセルフモニタリングシートを活用した支援を発表いたしました。 

 

芳川美琴・田中庸介「就労移行支援事業所におけるセルフモニタリングシートを活用した介入―自己効力感

を高め、職業準備性が向上した事例―」 

 

一般的に精神障害者は自己評価が低く、自己効力感を高める支援が有効だと報告されています。本発表ではセ

ルフモニタリングシートをもとに支援者が自己効力感を高める関わりを実践し、利用者の自己効力感を高める

とともに障害理解を深めた事例を発表いたしました。本発表は臨床心理士資格保有者ではなく、一般職員が介

入して結果が得られた事例となっております。 

 

ウェルビーでは今後とも障害のある方の活躍の場を創出するために、さまざまな研究・実践活動を継続していき

ます。 

 

以上 


